─　補足資料A)　─

白音諾勒村小学校教育条件改善協力事業に関する協議並びに合意事項記録

【 協議年月日及び協議当事者 】

　　　◆2003年12月4日　13時30分～16時　黒龍江省外事弁公室会議室にて

　　　　　─ 黒龍江省側 ─

康　  健（白音諾勒郷人民政府弁公庁主任）

白　卓慶（杜爾伯特蒙古族自治県人民政府弁公室外事僑務股）

劉　国録（白音諾勒村小学校校長）

劉　国軍（黒龍江省人民政府外事弁公室日本処副処長

         ─ 新潟県日中友好協会側 ─

山本　昭二（常任理事）
宮澤　一也（常任理事）

春日　健一（常任理事）

今野　正敏（常任理事・事務局長）
　　　◆2003年12月6日　11時30分～13時30分　白音諾勒小学校並びに白音諾勒郷にて

         ─ 黒龍江省側 ─

陳　麗芬（杜爾伯特蒙古族自治県人民政府常務副県長）

王　金龍（杜爾伯特蒙古族自治県人民政府教育局局長）

劉　国録（白音諾勒村小学校校長）

劉　国軍（黒龍江省人民政府外事弁公室日本処副処長）

　　　　 ─ 新潟県日中友好協会側 ─

山本　昭二（常任理事）
宮澤　一也（常任理事）

春日　健一（常任理事）

八木　浩幸（常任理事）

今野　正敏（常任理事・事務局長）

【 協議並びに合意事項記録 】

１．白音諾勒村小学校の詳細な情報の提供について（要望）

　　　…以下の情報が提供されました。

　　　　・校舎全体写真2葉、全校生徒教職員集合写真1枚葉

　　　　・校舎敷地図1葉（敷地面積＝約1万㎡）

　　　　・校舎平面図1葉（建築面積＝520㎡）

　　　　・校舎立面図1葉

　　　　・学級編成並びに教職員編成表（下表のとおり）　　　　

	学級編成
	区分
	生徒数

	
	1学年
	28

	
	2学年
	─

	
	3学年
	21

	
	4学年
	34

	
	5学年
	46

	
	6学年
	33

	
	貧困生数（内数）
	27

	
	在校生総数
	162


	教職員編成
	区分
	教職員数

	
	1学年
	1

	
	2学年
	─

	
	3学年
	1

	
	4学年
	1

	
	5学年
	2

	
	6学年
	2

	
	その他
	6

	
	教職員総数
	13


２．白音諾勒村小学校を運営するための基礎的条件の現状と将来計画について（聴き取り）

　　１）電力…設計段階で所要容量の電力は確保した

　　２）通信回線…現状敷設していないが（携帯電話にて対応中）、白音諾勒郷中心地まで光フ

　　　　　　　　　ァイバーケーブルが敷設されており、白音諾勒村小学校まで延伸敷設するべ

　　　　　　　　　く既に計画に組み入れた

３．教育設備機器整備の優先順位とその数量・単価並びにカタログ等画像の提供について（要望）

　　１）優先順位について

　　　　　…以下の事情により、なによりもパソコンの整備を最優先したい

　　　　　　　　・進級先の白音諾勒郷中学ではIT教育が必修科目となっている

　　　　　　　　・同校には白音諾勒郷内の９箇村の生徒が進級するが、白音諾勒村小学校以外

　　　　　　　　　は程度の差こそあれ既にパソコンを整備している

　　２）数量と単価、画像について

　　　　　…数量と単価については下表のとおり提示された

　　　　　　　　　なお、パソコンの調達先については価格性能比や保守管理を考慮し、「大慶同

　　　　　　　　　創」製品のパンフレットを示して採用を提案し、了解された

　　３）事前に伝わっていたタイプライターに関しては整備品目から除外された

　　４）通路舗装・芝生造成・植樹に係る経費に関しては、白音諾勒村民等のボランティアによ

　　　　る整備を提案し、理解された

４．教育設備機器を計三年間で整備することについて（提案）

　　　…単年度で完全に整備することは現実的ではないことを指摘し、計三年間で整備するよう

　　　　提案し、合意した

　　　　　　合意した年次計画明細は、下表のとおりです

　　表：教育設備機器整備年次計画明細
	一年目
	品目（日本語）
	単価（元）
	数量
	単位
	小計（元）

	
	　パソコン・周辺機器
	3,400　
	10　
	セット
	34,000　

	
	　テレビ・DVDレコーダー
	3,100　
	1　
	セット
	3,100　

	
	　
	　
	　
	計（元）
	37,100　

	
	
	
	
	
	

	二年目
	品目（日本語）
	単価（元）
	数量
	単位
	小計（元）

	
	　机・椅子
	180　
	100　
	セット
	18,000　

	
	　複写機
	12,000　
	1　
	台
	12,000　

	
	　幻灯機
	650　
	2　
	台
	1,300　

	
	　印刷機
	500　
	1　
	台
	500　

	
	　顕微鏡
	150
	12
	台
	1,800

	
	　
	　
	　
	計（元）
	33,600　

	
	
	
	
	
	

	三年目
	品目（日本語）
	単価（元）
	数量
	単位
	小計（元）

	
	　パソコン・周辺機器
	3,400　
	10　
	セット
	34,000　

	
	　テープレコーダー
	300　
	6　
	台
	1,800　

	
	　プロジェクター
	650　
	2　
	台
	1,300　

	
	　
	　
	　
	計（元）
	37,100　


　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    総計（元）　  　107,800
５．教育設備機器整備に係る資金の杜爾伯特蒙古族自治県の応分の拠出について（提案）

　　　…教育条件整備のための経費については杜爾伯特蒙古族自治県政府がその責めを負うが、

　　　　県政府には全く予算がないため、考えられるとすれば他校の保有設備機器を現物転用す

　　　　る他ない

６．教育設備機器の操作技能の習得、特にパソコンの習得に関して問題はないか（聴き取り）

　　１）パソコン指導要員は1名程度配置できる

　　２）また、白音諾勒郷中学に配置されている指導要員を臨時的に派遣することも可能

　　３）操作指導のため大慶市の関係機関と連携して指導要員を派遣することも考慮する必要が

　　　　あろうとの提言については、理解された

７．協力期間中の交流について（提案並びに協議）

　　１）協力期間中毎年一回は代表を派遣して支援金を持参するとともに、進捗状況や運用状況

　　　　の確認、保守管理に係る問題点の洗い出しと対策についての協議、次年度の協力に関す

　　　　る詳細協議、並びに相互交流のあり方についての協議等を行いたいと提案し、理解され

　　　　た

　　２）教育図書の充実のため継続した協力の用意がある旨を提案し、了解された

